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医療保険は消費者からの関心が高く、初めて加入する生命保険商品が医療保険である人も少なくな

い。しかし、死亡保障商品等と比べると仕組みが複雑で、商品によって保障内容が大きく異なるため

か、誤解も多いようである。そこで、本稿では、ニッセイ基礎研究所で実施している「生命保険マー

ケット調査（2011 年度）1」の医療保険に対するクイズへの回答結果を使って、医療保険に対する誤

解の状況を分析する。 

 

1――医療保険は難しい 

生命保険マーケット調査によれば、初めて加入した保険が医療保険である割合は加入者全体の 26％

と他の商品種類を上回る。また、生命保険に加入する意向をもつ非加入者の 67％が、加入目的として

「病気やケガの際の治療や入院費用に備えるため」をあげていることからもわかるように、医療保険

は、生命保険にあまり詳しくない消費者からも関心が高い。 

しかし、医療保険は、繰り返し給付を受けるケースもあれば、状況によっては病気になっても支払

われないケースもある。また、商品によって給付内容が異なることもあるほか、同じ会社の商品であ

っても、疾病発生動向にあわせて保障内容は変遷している。こういった点で、貯蓄保険や死亡保険よ

り複雑で難しい印象をもつ消費者も多いと考えられる。 

このような商品種類の多さや給付条件の複雑さ・難しさのためか、医療保険加入においては、他の

商品と比べて保障内容や価格を他の商品と比較してから加入するのが一般的となっている。 

 

2――医療保険に関する誤解は多い 

生保マーケット調査では、対象者の保険に関する知識の有無を知るために、保険に関するいくつか

のクイズを行っている。医療保険については、医療保険やがん保険の基本的な仕組みを問う図表の(1)

～(4)の４問に対して、「正しい」「正しくない」「わからない」のいずれかを回答してもらっている。 

                                                 
1  2012 年３月に、全国に住む 20-69 歳の男女一般個人を対象に実施したインターネット調査。有効回答数 5525 サンプル。 
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各問の正答率と誤答率を順にみると、問(1)と問(4)は、対象者全体の６割以上が正答であり、他の２

問より正しく理解されている。属性別に正答率をみると、年齢階層による差は少なく、加入者が非加

入者よりも高い。ところが、誤答率をみると、加入者も非加入者も１割程度と同程度であり、加入者

で誤答が少ないわけではない。次に、問(3)は、問(1)や問(4)と比べて正答率はやや下がる。問(3)につ

いても、加入者は非加入者より正しく理解している割合は高い。年齢階層別にみると、正答率は年齢

が高くなるほど高く、誤答率は年齢が高くなるほど低い。つまり、加入者で正しく理解する割合が高

いが、非加入であっても年齢を追うことで、正しく理解する割合が高まっていると考えられる。また、

問(2)は、今回の４問の中で最も正答率が低く、全体の３割程度しか正しく理解していない。属性別に

みると、加入者は非加入者より正答率が高い傾向があるが、誤答率も加入者の方が高い。 

 

［図表］医療保険に関するクイズの正答率 

 

 

 

以上から医療保険についての知識は、加入者の方が正しく理解している傾向があり、年齢が高まる

ほど正しく理解することもあるが、保険加入によって、あるいは年齢を追うことによって誤解が減る

わけでもないようだ。 

 
3――保障内容の比較だけではなく、基本的な仕組みの理解も重要 

非加入者を中心に「わからない」が多いことは想定していたが、今回のクイズは医療保険やがん保

険の仕組みについての基本的な知識を問う内容であるにもかかわらず、意外に加入者にも誤答が多い。 

一般に、生命保険に関する情報は、マス広告のほか、保険会社からの情報、あるいは友人・知人や

インターネットを通じたクチコミなどから得ている。他の消費財の場合は、利用者による体験談が多

くの情報を含んでいると考えられている。しかし、生命保険の場合、給付体験談にはお金の話題や身
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65.0

67.0

68.6

72.6

72.2

71.0

39.5

39.4

42.4

52.0

46.4

8.1

7.8

8.3

7.0

8.2

8.8

6.7

8.0

9.7

7.1

12.6

0% 25% 50% 75% 100%

合計(N=5525)

20代(N=358)

30代(N=892)

40代(N=946)

50代(N=1030)

60以上(N=1168)

20代(N=435)

30代(N=274)

40代(N=144)

50代(N=127)

60以上(N=151)

加
入

者
非

加
入

者

56.4

45.0

53.0

62.7

69.2

71.6

23.0

27.7

26.4

41.7

47.7

13.3

22.6

16.5

12.7

8.2

8.4

17.7

20.4

20.1

19.7

11.9

0% 25% 50% 75% 100%

合計(N=5525)

20代(N=358)

30代(N=892)

40代(N=946)

50代(N=1030)

60以上(N=1168)

20代(N=435)

30代(N=274)

40代(N=144)

50代(N=127)

60以上(N=151)

加
入

者
非

加
入

者

33.1

39.4

38.6

38.4

32.8

32.3

21.6

25.5

22.9

24.4

24.5

21.6

20.4

18.8

21.5

25.0

26.9

14.9

13.1

15.3

22.8

17.2

0% 25% 50% 75% 100%

合計(N=5525)

20代(N=358)

30代(N=892)

40代(N=946)

50代(N=1030)

60以上(N=1168)

20代(N=435)

30代(N=274)

40代(N=144)

50代(N=127)

60以上(N=151)

加
入

者
非

加
入

者

68.9

74.6

73.8

76.4

71.0

69.5

52.6

54.4

55.6

58.3

56.3

9.4

8.7

8.5

7.7

11.2

11.1

8.0

7.7

7.6

7.9

11.3

0% 25% 50% 75% 100%

合計(N=5525)

20代(N=358)

30代(N=892)

40代(N=946)

50代(N=1030)

60以上(N=1168)

20代(N=435)

30代(N=274)

40代(N=144)

50代(N=127)

60以上(N=151)

加
入

者
非

加
入

者

正答 わからない 誤答



 
 
3｜               ｜ニッセイ基礎研レター 2013-07-11｜Copyright ©2013 NLI Research Institute All rights reserved 

内の病気に関する話題を含むため、多くの給付体験談が日常的に情報交換されているとは考えにくい。

弊社で実施する一般消費者を対象とするインタビュー調査でも、友人・知人によるクチコミ情報とし

ては「昔住んでいた家の近所のおじさんが○○と言っていた」「知らない人のブログに○○と書いてあ

った」など、生命保険利用者による体験談情報としては、古いものや素性がハッキリしないものなど

の情報しか得ていないことも多い。こういったことから、一度生じた誤解は、なかなか解消されない

のではないだろうか。 

医療保険加入に際しては、商品や価格の比較を行う人が多い。しかし、個々の商品の保障内容の比

較の前に、基本的な仕組みを理解するための情報も必要だろう。インターネット時代になり、自分が

知っていることや関心を持っていることをより詳しく調べることは容易になったかもしれないが、知

らないことや間違って覚えてしまっていることに気づく機会はあまりない。機会あるごとに契約内容

を確認することも重要だろう。 

 


